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波状 紋 の 変化 は 前 門 よ り 後 門 に 多い . 前 次 に 変化 の ある も の は , 変化 ある も の 220 中 32 に 過ぎ ず 圧 倒 的 に 後 超 
に 多い . 

変化 の 最も 多い も の は 波状 紋 間隔 , 位置 の 変化 が 過半 数 を 占め , 次 いで 白色 波状 絞 の 裾 色 , 消滅 , 線 の 方 向 変 
化 , 広 狭 等 で ある . 

前 麹 に 於 て は 淡 褐 色 紋 の 1 一 2 条 多 く 現われ る も の が 案外 多い . 

3 お わり に 

個体 差 に 就 いて は 気象 , 食 草 成分 等 の 生息 環境 か ら 生理 学 的 , 遺伝 学 的 研究 に よら な けれ ば 解明 出来 な い 問題 
で あろ う ・. 波状 紋 変 化 に は 地域 的 の 変化 か な い だ ろ うか . 越冬 地 か ら の 移動 系 統 別 に 大 量 の 成虫 の 比較 研究 か ら 
外国 各地 の も の と の 比較 に まで 及 ん で 初め て 明か する こと と が 出来 る も の で あろ う ・ 

不 充分 で 報告 出来 る よう な も の で は な いか が , 広く 各地 に 於 ける ご 研究 を お 願い し た く . こと に と の 報 文 を 発表 
する 次 第 で ある . (25/1 1962 記 ) 











鹿児島 県 肝属 郡 佐多 町 で 採集 し た ヒメ ジャ ノ メ に つい て 
高 橋 昭 り 
A Morphological Note on Mycalesis gotama in Southernmost Kyusht. 
By AkisA TAkAnAsgr 
ヒメ ジャ ノ メ は わが 国 で は 北海 道 か ら 南 西 諸 島 に か け て 広く 普遍 的 に 分 布 し , 分 類 学 上 北海 道 南 部 か ら 本 州 , 
四国 , 九州 , 種子 島 , 屋久 島 な ど に 分 布 す る subsp. 2gzzzg と , 奄美 諸島 以 南 琉 球 列島 に 分 布 す る subsp. 
madjicosa と に 分 けら れ て いる ・ 


筆者 は 鹿児島 県 肝属 郡 佐多 町 大 泊 に て 1958 年 10 月 23 日 に に ヒメ ジャ ノ メ 1 8 を 採集 し た が , この 個体 は 亜 種 分 類 
上 , また 動物 地理 学 的 に みて 興味 ある も の と 考え , ここ に 報告 する ・ 





{ . Subsp. fulginia, subsp. madjicosa の 特徴 
両 亜 種 と も 原 記載 を 入手 検討 する こと が で き な か っ た の で , 比較 , 特徴 は 白水 隆 , 川副 昭信, 尾 本 恵 市 氏 ら の 
報告 に よっ た . 
subsp. fuZginia は 季節 的 に 斑紋 の 変化 が 少な く , また 地方 的 変異 も 少な い ・ 
subsp. madjicosa は 次 の よう な 特徴 が ある . 
1 ) 季節 型 が ある . 即ち 夏 型 は より 小型 で 雌雄 間 に 大 き さ の 差 が 少な い . 競 表 後 次 第 2 室 眼 状 紋 は 8 に お いて 
展 々 痕跡 的 と な る . 裏面 眼 状 紋 は 大 きく 互い に 連続 する こと も 少な く な い ・ 外縁 の 2 帯 は ほとん ど 同 幅 , あ 
る い は 内 側 の も の が 和 精 広く な る に 過ぎ な い ・ 
2 ) 後 殊 表面 第 2 室 に 例外 な く 丈 紋 を 有する ・ 夏 型 で は 療 跡 的 に な る が 常に 認め られ る . 
3 ) 両 燃 共 裏面 の 淡色 帯 は 太く 明瞭 で , これ に よっ て 分 けら れる 内 方 と 外 方 と は 地 色 の 差 が 少な い ・ 
4 ) 眼 状 絞 外 側 黄 環 は 枢 色 を 帯び て 幅 が 狭い . 
5 ) 後 贅 裏 面 第 3 室 に は 常に 環 紋 を 欠く . 
6 ) 両 交 裏面 外縁 に 沿う 濃 色 の 細い 線 条 紋 の 間 は 濃淡 の 差 の 少な い 2 淡色 帯 を 形成 し , その 内 側 の も の は 
Subsp. げ z7gzzzg の も の 程 幅 が 広く な ら な い . 
7 ) subsp. madjicosa は 産地 に より 変化 が 著しい . 例え ば 石垣 島 産 の も の は 裏面 の 白色 帯 が 更に 広く , 有 眼 状 紋 
殊 に 後天 裏 面 第 2 室 の 眼 状 紋 の 発達 が 著しい ・ 





1) 名 古屋 市 瑞穂 区 松栄 町 1 一 70 
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II. 佐多 町 大 泊 に て 採集 し た 
個体 の 特徴 

1 ) 後 燃 表面 第 2 室 に は 琉 
紋 は 全く 認め られ な い . 

2 ) 両 燃 裏面 外縁 に 治 う 3 
本 の 細い 濃 色 線 の 間 の 2 
淡色 帯 は 内 側 の 方 が 明 ら 
か に 広く , か つ 玩 の 地 色 
に 比 し 淡色 と な ら な い . 

3 ) 前 次 表 の 眼 状 絞 の 黄 環 
は 比較 的 よく 発達 し , 殊 
に 前 次 端 の 小 眼 状 紋 の 黄 
辻 も 明瞭 で ある . 

4 ) 前 後 燃 と る 裏面 の 眼 状 
紋 外 側 の 黄 環 は 黄色 で 余 
り 椅 色 を 帯び よる と と は な 
い . 

5 ) 但し その 幅 は 狭い . 

6 ) 裏面 の 地 色 は subsp. 
プ z2gzzz6 より る 明らか 
に 濃 色 , subsp. madji- 
cosa より る ゃ 僅か に 褐色 
味 が 少な い . 

7 ) 裏面 中 央 の 淡色 帯 は 幅 
が 明らか に 広く , か つと 
れ に よっ て 分 けら れる 内 
半 と 外 半 と は 地 人 色 の 差 が 
少な い . 

8 ) 後 次 裏面 第 3 室 に は 斑 
紋 を 有 し な い . 








上 記 の うち 1)-4④ は subsp. 
プ z2gzzzZ (こよ く 一 致し 。 5) 
ー7) は subsp. madjicosa 
に 近い .8) の 特徴 は subsp. 
madjicosa の 必要 条件 で あ J 3 2 | 1 
る が subsp. fulZginia に お A: Uppersurface B: Undersurface 








1. subsp. fulginia (Aichi Pref., Central HonshQ Aug. 16, 1961. 愛 
いて ゃ 大 部 分 の 個体 で は 第 3 知 県 南 設 楽 都 作手 村野 郷 。 筆者 採集 


空 に 斑 # くく の で 。 斑 絞 の intermediate TaCe (Kagoshima Pref., Southern KyashQ) Oct. 23, 1958 
RA OE 鹿児島 県 肝属 郡 佐多 町 大 泊 , 筆者 採集 ' 
な い 場 合 に は 余り 重要 な 特徴 Subsp. madjicosa (Tokunoshima, The Amami Islands) June 20, 1961. 
0 洛 和 0 鹿児島 県 大 島 郡 午 之 島 亀 徳 一 徳 和 地 。 石田 昇 三 氏 採集 
侍 * 4. subsp. madjicosa (Okinawa Mainland, The Loochoo Islands) July 
10,1960. 沖縄 本 島 * 奥 間 与 儀 , 伊波 興 清 氏 採集 


9 
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息 . 二 , 三 の 考え 

従来 九州 産 の 本 種 は 分 類 学 上 すべ て subsp. faZginia と し て 取り 扱わ れ て お り , 上 記し た 個体 の よう な 
subsp. zzg の 7zcosg と の 中 間 的 な 特徴 を も っ た も の に つい て は 報告 かない. この よう な 個体 が 九州 南端 で 発生 し 
た 理由 に つい て 次 の よう な speculation を 行なっ て みた . 


まず 第 一 に は 分 化し 成立 し た 2 亜 種 間 に 出来 た 子孫 ( 亜 種 間 雑 種 〕) で ある と いう 考え で ある . 南西 諸島 に お け 
る 本 種 の 生態 は 明らか で な い が , 恐らく subsp. げ z/gzzzg 同様 , イネ 科 , スゲ 科 の 広範 な も る の を 食 草 と し て お 
り , 更に タケ 科 を も 食し て いる も の と 推定 され , 本 種 の 卵 , 幼虫 , 謎 が , これ ら の 植物 , 又は 他 の 器物 に 付着 し 
て 九州 南端 に 運搬 され subsp. げ z/gzzzg と の 間 に 子 孫 を 残し た も の と も ゃ も 考え られ る . 或 る い は 成虫 が 台風 その 他 
の 力 で 直接 九州 に 飛来 し た 可能 性 も ある . 

第 二 の 考 え 方 は cline 説 の 適応 で ある . 九州 > 南西 諸島 産 の 個体 を 比較 する 時 , 個々 の 産地 の 個体 の 特徴 に は 

連続 性 と 非 連続 性 と が 認め られ , この 2 つの 相反 する 性 質 は 気象 条件 が 式 紋 に 変化 を も た らし , 更に 島内 と いう 
和合 22 の 分 化 が 促進 され 非 連 続 性 を も る つ に 至っ た も の と 考え られ る . と の 考え 方 か ら す れ ば 亜 
種 の chine が すでに 九州 南端 で 始ま っ て いる と いう と と に な る 。. 

九州 本 土 内 で 筆者 の 報告 し た よう な 中 間 型 の 個体 が どの よう に 分布 し て いる か , 或 る い は また 更に も っ と 
dynamic に みた 場合 , この よう な 個体 は 何 年 か 先 に は 全く subsp. プア z2gzzzz に 同化 され る も の か , subsp. 
プ z7gzzzg に 駆逐 され る も の か , 反対 に 勢力 帯 を 拡げ る も の か , 又 既 に 安定 系 に 達し て いる も の か な ど に つい て 調 
べ れ ば 甚だ 興味 深い も の と 言え よう . 

稿 を 草 す る に 当り , 佐多 町 採集 を ご 案内 下さ いま し た 福田 晴夫 氏 , 南西 諸島 産 の 個体 を 下さ いま し た 石田 昇 三 
氏 , 松井 一 郎 氏 , 伊波 興 清 氏 ら に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す . 
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Summary 


Mycalesis gotama is a relatively common satyrid butterfly in Japan, and classified into two sub- 
species: subsp. fulginia and subsp. madjicosa. The former is found in southern Hokkaid6, Honsh, 
Shikoku and Kyushu and has no obvious seasonal and geographical variations; while the latter in 
the Amami and the Loochoo Islands and has both seasonal and geographical variations。 These two 
subspecies are easily distinguished in many respects. The specimen caught by the author at Sata- 
ché6, Kagoshima Prefecture, southernmost 氏 yushQ, is, however。 characterized as the intermediate 
between these two subspecieS. 

Two speculations are possible on the occurrence of the intermediate : one is that this specimen is 
a hybrid of inter-subspecies, subsp. fulginia and subsp. madjicosa, and the other is that subsp. 
mad jicosa 1S Contiguous to subsp. fulginia and is an example of “cline” phenomenon. 
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